
【小幡小学校授業メソッド】 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

                  

 

                  ・「めあて」は児童と考える 

・課題追究型の「めあて」にする  

○「課題」を持たせ、「めあて」を作る  

                   

                  

 

                   ・自分の考えをノートに書かせる  

○既習内容から、解決の見通し（てがかり）をもつ  

 
 

                   

                  

 

                  ・力のある児童には、多様な考え方を出させる  

○「見通し」をもとに、自分で解いてみる  ３.自分で解い

てみよう  

                   

                  

 

                  ・何のための話合いかを明確にする  

                  ・自分の考えを整理する、広げる、意見を参考にする 

○自分の考えをもとに、課題解決の学び合いをする  

                   

                  

 

                 ・共通点や相違点を類型化してまとめる  

                 ・「キーワード」を板書し、まとめや振り返りをしやすくする  

５.みんなで 

話し合おう 

○課題解決の結果を発表し、全体で考える  

 

４.ともだちと 

相談しよう 

２.「見通し」

をもとう 

                   

                  

 

                 ・全体での話合いの「キーワード」と児童の言葉を使って  

「まとめ」をつくる 

６.「まとめ」

をしよう 

○「めあて」に対する答えをまとめる 

１.「めあて」

をもとう 

                   

                  

 

                  ・教科書、スキル、「評価資料集」などを活用する  

                  ・できたという実感を味合わせる  

７.問題を解い

てみよう  

○学習したことを使って、問題を解く  

                   

                  

 

                 ・観点 ①自分でわかったこと、気がついたこと  

                     ②友達の意見で参考になったこと 

                     ③次の時間に考えてみたいこと、やってみたいこと 

８. ふりかえり

をしよう 

○学習内容を振り返り、学習の成果や課題、次時への意識を持つ 

つ
か
む(

～
10
分) 

追
究
す
る
・
深
め
る(

～
20
分) 

ま
と
め
る(

～
15
分) 

今日はこの勉

強をするのか。 

どうしたらいい

んだろう。 

こうすればい

いのかなあ。 

こんなふうに

考えたんだけ

ど。 

そうやればい

いんだ！ 

今日はこんな

ことがわかった

よ。 

できた！ 

わかった！ 

うれしいな！ 

次はこれをし

たいな！ 


